
平成30年3月30日発行 佐土原高校

第１０号 宮崎県立佐土原高等学校

〒880-0211
宮崎市佐土原町下田島21567番地
☎0985-73-5657
http://www.miyazaki-c.ed.jp/sadowara-th/

3月の自宅学習期間では、ゲームをしている生活が続いていたのですが、ゲームを
しているだけでは日々の内容の濃さ、経験が少なく、退屈に感じていました。学校
に通っていたときは、家に帰ってゆっくりしたいと考えていましたが、「やること
があること」自体が自分を成長させていたのだと思います。
佐土原高校に入学し、たくさんのことを経験しました。そこから学んだことが数

え切れないほどあります。特に、初心を忘れず頑張ればそれなりの対価が返ってく
るということ、サボればそれなりの代償があるということを学びました。
私が後輩に贈る言葉はあまり思い浮かびませんが、どうか「素直に生きて」ほし

いです。しがらみやプライド、嫉妬や嫌悪感などから素直に謝れなかったり、言い
訳をして頑張れなかったりすることがあると思います。そこで少しでも心に余裕を
持ち、素直になって高校生活を送ってもらえたらと思います。（卒業生 齋藤功樹）

本校の1年生は4学科のミックス
ホームルームですが、それも３月で
終わりになります。2年生からは各
学科に分かれてさらに専門を深めて
いきますが、学科の枠を超えてでき
た仲間をこれからもぜひ大切にして
ほしいと思います。

卒業式
第２８回

デザイン技術部の１・２年生による黒板アート。３年生６クラスそれぞれの黒板
にサプライズとお祝いの気持ち込めて描きました。卒業生も喜んでくれました。

3月1日、28回目の卒業式を迎えました。
創立30周年の記念の年に卒業していく生徒
達は、どこか誇らしげな表情でたくましく見
えました。一人一人が思い思いに3年間を振
り返り、厳粛な中にも心温まる素晴らしい卒
業式となりました。佐高を巣立っていく総勢
242名のこれからの活躍を期待しています。

準特選 井上海音（1年）
『 日本の貧困問題』

大賞 城田結衣（2年）
『 ふるさと活性化！! 』

奨励賞 黒木結衣（1年）
『 白の社員と黒の社会』

黒板アート

卒業生より ～ 後輩に贈る言葉～

奨励賞 興梠愛加（2年）
写真部門『美醜への囚われ 』


